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メランヒトンの学習計画
一その理念と内実一

菱刈晃夫

はじめに

「ドイツの教師」（PraeceptorGelmaniae）と後に呼ばれ、ルター（MartinLuther，
1483-1546)の右腕として宗教改革に取り組んだメランヒトン（PhilippMelanchthon，

本名：PhilippSchwarzerd,1497-1560）は、その尊称が示すとおり、（わが国では本
格的研究はほとんどなされていないが)教育史上､多大な業績を残している!)。ルターに

ﾌﾏﾆｽﾄ

よる宗教改革の精抑'１から強烈に触発・I喚起されつつも、人文学者としての天分を大いに

活かし、「キリスト教的一フマニタス」の立場より2〕､彼は当時のいわば教育改革にも、積
極的に取り組んだのであった。なかでも特に、中等・高等教育機関、すなわち後のギム

ナジウムや大学の基礎を構築したことは､その第一の業績として挙げられよう3)。宗教改
革の混沌とした時代状況にあって｡、彼は、人間教育の機関つまり「学校」（Schule，
schola）とはどうあるべきか、その究極の理念を究明すると同時に、これを実現するた
めの具体的なプランを提案し、そして実行したのであった。

では、メランヒトンの意図する学校とは、戦時の世の中にあって、どのような役割を

担うものとされたのか。本稿は、その位置と理念とを、限られた資料をもとに再確認し
た上で範､まずは彼自身による具体的な学習計画（Studienplan,ratiostudiorum）の実
例を明らかにすることを課題とする。このことを通じて、結果及ばずながら、同じく混

迷する現代日本の教育もしくは入閣形成に対して、学校や学習、さらには学問のもつ本

質的な意味や目的とは一体何なのか。原点に立ち返って、若干の示唆をえたいと思う。

爵

1節国家・教会との関わりにおける学校の位置と理念

（１）「子どもの教育（訓育)」の位置

まず、メランヒトンは、ルターと渕様、「神の国」（reychGottis）と「この世の国」
(reychderwelt）という二国論（Zwei-Reiche-Lehre)、もしくは「謡的統治」
(geystlicheregiment）と「この世の統治」（welltlicheregment）という二統治論
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メランヒトンの学習計画

ヴユルト

(Zwei-Reghnente-Lehre）の枠内で5)、現世における「子どもの教育（訓育)」

(kinderzucht)一般を、どのように捉えていたのであろうか。『この世の義とキリスト教

の義の違い』（Untel5chjdtzwischenweltlicherundChlTstlicherFromkeyt,１５２１ｏｄ，

22）のなかに探ってみよう。

メランヒトンによれば、「義しさ」（Fromkeyt）には、「神的」（g6tlich）なものと「こ

の世的」（weltlich）なものとの患種類があり、「この世的な義」のことを、パウロは「こ

の世の秩序」（derWeltOrdnung）と呼ぶとして、まず「この世約義しさ」と「秩序」

とを同一視して捉えている７１。そしてここには､｢外的な規律」(ausserlicherzucht)･｢行

いの正しさ（江派さ)」（erberkeyt）・「振る舞い」（geberden)・｢礼儀作法」（sitten）・

｢習慣｣(breuchen)といったものが含まれ､すべては｢勲性｣(Vernunfft)によって把
捉可能なものとされる３１。これらは､もともと木に植え付けられてあるように、「理性｣の

なかに神から植え付けられたもの（yngepflantzten）として、はじめから人間は、こう

した「果実」（frucht）を担っているとされる，)。また彼によれば、人間には生まれつき、

他者を傷つけるべきではないとか、平和を常に保つべきであるとか、他人に対して礼儀
●●

を示すべきであるとかいった「分別｣（verstand）も植え付けられていて、「理性」と「分

冊11」が自ら見渡せる限りが、同時に「人間の義しさ」（menchlichefromkeyt）の領域

であり、すなわち「この世的な義ｊと「秩序ｊの領域に属するという:｡》。

こうしてメランヒトンは、一方で、人間の「理性」や「分別」の力が及ぶ範囲を咽確

にし、この固有の能力の存在と効力を確信し、期待すると同時に、他方で、これらの力

が及ばない範囲、すなわち「神」に関わる領域を確保するｕ)。「神の義ｊや「神」そのも

のについては、「理性」ではなく、「聖霊」（derheyliggeyst）のみが、信仰をもつキリ

スト者の「謙遜する心」（eyndemutighertz）に直接働きかけ、このなかで認識され

るとするのであるi鋤。ゆえに、「キリスト者の心あるところに、神もいろ」（Ｗｏｎｕｄａｓ

ｉｓｔ,ｄａｉｓｔＧｏｔｔ.）鱒）と語られる。

さて、このようにメランヒトンが確定する、こうした二種類の義しさと領域において、

｢子どもの教育（訓育)」は、「外的な義」（ausserlicheFromkeyt）の範醗の二番劇に組

み込まれている。

ところで、この「外的な義もしくは規律は、人間をして神の前で義とするものではな

い」（ausserlichFromkeytoderzucht，dieunsvorGotnichtrechtfertig

macht）Ｍ）のであって、専らこれにしか関心がない人の場合には、ただの「偽善ｊ

(heucheley）にならざるをえないのであるが、とはいっても、メランヒトンによれば、こ

れが不必要というわけでもなく、むしろ必要不可欠であるという。そこで彼は、「外的な

義｣の第一のものとして､｢権力｣(gewalt)もしくは(聖書における)｢fⅢ｣(schwerdt）
●●

'
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乾を挙げる15)。これは、「この世の当局』（weltlichoberkeyt）に対して、地_この「平和」

■Ｓ●●■●●｡●●

(friden）を保つために神より与えられたものであって、「ﾀﾄ的な規律と風紀」

(eusserlichezuchtundsitten）とを維持するとされる'6)。この場合、「この世の当局」

が神に反することを命じない限り、これに従うことが求められているという（Undist

manweltlicheroberkeytgehorsamschuldig9sofernsienichtswiderGott

gebeutzuthon)１７)。

そして、ようやく「外的な義ｊの第二のものとして、「子どもの教育（訓育)」が挙げ

られる縄)。メランヒトンによれば、これは、「神的な義」といわれるものではなく、あく

までも「外的な実践」（eineusserlichubung）であって、両親がその子どもを罪から
●●●●●ｃ●●●白●●●□巴ＣｅＣ己■

守るために、神によって両親に対して命じられている行いである'9)。

このように、この著作において、メランヒトンは、「神的な義」と「この世的（人簡的）

な義」あるいは「外的な義」とを、明確に区lillLつつ、両者をある一定の緊張関係に保
●●●●●巳●●●●

持しながらも、神によって立てられた「この世の当局（権力)」や「錐」といった考えを

導入することを通じて、「平和」（｢この世の秩序｣）を維持することと、これに含まれる
●●◆●●｡●

｢子どもの教育（訓育)」とを、やはり神からの命令として受け入れ、ネ'}】に従うこと、具

体的にはまず「この世の当局」に従うことを、当時の人々（とりわけ子どもをもつ両親）
●Ｓ

の「理性」に対して訴えかけたことが分かるのであるｍｉｏ
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（２）学校の位置

「子どもの教育」あるいは「訓育」が、「この世的（外的）な義」の範畷に属し、これ

に「理性」をもって従うことが、メランヒトンに即して明らかになった。では、子ども

の『訓育」にllこまらず、いよいよ本格的な「教育｣瓢)を担うべき「学校」は、メランヒト

ンにおいて、どのように位置づけられるであろうか。

「神的な義」と「この世的な義」という先の醗式に呼応して、教会（Kirche）と国家

(Staat）（｢この世の当局｣）という機関が、すぐに対応するのは周知のとおりであるが、

ここにさらに学校を加えて､<国家.教会.学校>を､メランヒトンにおける｢教育的菫
●●

角形」（piidagogischesDreieck）とする見方が、シュテンペル（H・-Ａ.Stempel）によ

りなされている22)。そして、いうまでもなく、この三角形の中心には、イエス・キリスト

が煎っている23)。キリストを中心として､学校はもちろんのこと、国家も教会も、人間に

対して、連動して教育的に作用するとは、一体どういうことであろうか。『学校と説教蛾
との必須の連結についての話』（Oratjodenecessarjaconiunctionescholarumcum

minjsterjoevangelii，1543）を中心に、見てみよう。
｡●

ここでメランヒトンは、端校のなかでも、特に「人文学校」（scholaliterarum）１こつ
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メランヒトンの学習計測

Ｇ●●●●■●●の●●●●

いて語るとし、これが神の命によって、教会のために建てられていることを、冒頭に示

す識)。彼によれば、人間は生まれつき共同体に向けて作られている（adsocietatem
●の■●● ●●の●●母

conditisuntholYlines）が、この「人間共同体」（societashominis）とは、すでにあ
｡の●●●●e●●●●

たかも「学校」のようなものであって、ここではまず神や徳について（deDeoet

virtute)熟考する（coInInentor）ことが､構成員たる人閲一人びとりに求められている
●●□●

という窪)。そこで、「人間共同体」すなわち国家とは2`)、まるでランタンのようなもので
●

あり、天の教えとは光のようなもの（politiassimilesIatemae,doctrinamcoelesteln

lychno）である271。つまり、暗闇のなかで、光がともらないランタンが無用の長物であ

るのと同様に、国家にあっても、天からの教えが欠けて、人間たちが神や徳について深

く考えることがないとしたら、いくら固い城壁によってこれが守られようとも、国家に

は（l司時に人間存在にも）意味がないのである。ゆえに、暗闇の国家・共周体に、（この
●●●●■Ｃ

世のではなく）天からの神による「光-1を灯す教会と（信徒による）集まりは必鍵不可

欠であって、これらは神に仕え､神の本質と意志とを広めるのである鱒)。つまり、まずは

このような重大な役割を担う教会にとって、学校が建てられてあると、メランヒトンは

主張するのである。

このように、教会はこの世の「光」とならなければならず、これを建設・維持する人
弓●

間を29)、学校が養成しなければならないわけであるが、そのために学校では、「学芸」

(litterq）要するに「学剛が教えられねばならないとメランヒトンいう（そこで、この

｢学芸」を教える学校が「人文学校」とされたのであった)。では、教会と常に連動して

きた学校と、)、残る国家との関係はどう捉えられているのであろうか。

メランヒトンによれば、「神の知を入閣のなかに保つことは、疑いも無く、支配者の鮫

高の義務である」（Summumhauddubiegubernatorisofficiulnest,Deinoticiam
●Ｂ■●●●●甲⑪Ｃ●O

interhominesretinere縁)31)。「神の知を人間のなかに保つｊということのみが、「学芸」
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もしくは「学問」の究極の課題であって３２》、このために「支配者」（gubemator)すなわ

ち国家や「この世の当局」は、全力を尽くさなければならないというのである。そのよ

うな「学問」の最高府たる「大学」（Academia）が、すばらしい、知的な、学識ある、徳

にも知識にも秀でた学者たちによって栄えるよう、細心の注意を払うことは、「支配者」

の最大の義務であり責任(officium）である３３》・メランヒトンのいう「支配者ｊとは、こ

こではあくまでも、「キリスト教的な支配者」であって、この神によって立てられた「支

配者」は、「学刑を保護し、そのために「学校」を設立・維持することを通じて、結果

としてこの世での「光」たる教会を存続させることに寄与する貨任を果たしている。

ことほどさように、メランヒトンにおいては、キリスト教的な国家のもと、学校と教

会が連動し、この三者が互いに連結しあいながら、「神の知を人間のなかに保つ」（具体
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的にはキリストに向かって）という究極の目標に向け、人間に対して教育的に作照する

構図が想定されよう。これが先ほど、「教育的裏角形」といわれたものである。この三角

形を構成するのは、無論人間一人びとりであるが、この者たちが三角形の一部を担うこ

とを通じて、自ずと「神の知を保つ」ということのために互いに協働しあうという構想
を、メランヒトンは抱いていたといえよう。この場合、ヴィアター（Ｗ,Wiater）もいう

ように、「メランヒトンにおいて学校は、ギウズド教的な考えをもちえ国家による機関」
（BeiMelanchthonistdieSchuleeineInstitutiondeschristlichgesinnten

Staates)ま）となるのであって、彼にとって教育は､単に両親による私事（PIivatsache

derEitem)の領域に止まることなく、同時に△6課題(6ffentlicheAufgabe)でも
ﾂｰﾌﾟﾄ

あることが明らかとなる3s)。そこで､学校での教育の目的は､子どもと（訓育すなわち私

事としての家庭教育ではない）公の教育とを仲介し、あくまでも神の栄光（｢神の知を保
つことＤと同時に、その結果としてすべての人々の公益（A11gemeinwohl)、つまりは
｢平和」に向けられているのである｡`)。「学校は、敬度、宗教説さらに市民の、家庭の、そ

して政府の状態（秩序）を維持するのに必要」（scholasessenesessariasadpietatis，
religionis,statuscivilis,domesticaeetialnadIninistrationisconservationem)37ｊ

であり、要するに「国家とキリストの教会のために」（utetReipublicaeetEcclesiae
Christi）あるのである３３)。

以上、私教育ではなく、あくまでもキリスト教的な公の教育目的に適う、国家による
⑪●●｡●

●●

学校を（さらにこの学校は教会とも連結されていたが)、メランヒトンは構想していたこ
しつけ

とがIﾘ}らかとなった。人間教育は、「訓育」といった私事の領域に止まることなく、さら

に「私」から開かれた「公」（｢人間共同体」や国家）へ向けて踏み出さねばならず、こ

の役割を担うのが、学校なのであった。しかも、この「公」とは、メランヒトンの場合、
あくまでも「神的な義」との緊張関係にあるこの世の国を意味していたのであり、最終
的には、神へ向けてという超現世的（iiberweltlich）な志向性を有する、巨大な「学校」
のごときものとして、もともと捉えられていたことを忘れてはなるまい。

では次に、メランヒトンは、このための具体的な教育プランを、どのように計画して
いたのであろうか。
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２節『ポーランドのアンドレアにあてた学習計画』

先のヴィアターによれば、メランヒトンの教育理論（Bildungstheorie）は、形式陶冶

の側面(formaleBildungsaspekte)（例えば、文法･修辞学･弁証法）と実質陶冶の側
面（materialenBildungsaspekte）（例えば、古典作家からの選択）とが、信仰への入
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門教育に向けて（zueinerglaubenspropadeutischenBildung）組み合わされている

という３９》。ゆえに、彼の教育は、「聖霊」すなわち「神の恵み」（GnadeGottes)が作用

するまでの、そして、この世におけるキリスト教的人間が責任をもって行動できるよう

にするための、人間学的準脆（anthropo1ogischeVorbereitung）となる沁)。この具体

例を、『ポーランドのアンドレアにあてた学習計画』（Ratjostudiorumpraescripta

AndreaePojonoaPMjppoMelanthone,1554)：!)に見てみよう。これは、メランヒト

ンの手による、典型的な学習プランである42)。大学へ至るまでの、ちょうど中等教育

(｢人文学校ｊつまり『ラテン語学校｣)綱)に相当する生徒にとって､－週間に､どのような

カリキュラムが想定されていたかが分かる。

駮
汁
戦
鴇
）
蕊
●
鰯

：

鴛

月曜日と火曜日。早朝、『旧約聖書』のある一章から始める。それをテキストの順

番に従って、出来事の経過が適切に認識できるよう、そして詩句の語に習熟できる

よう読むこと。その後の月噌午前は、キケロー（MarcusTulliusCicero,BC

106-43)の『書簡』と『演説』。火曜は、テレンティウス(AferPubuliusTemtius，

Ｃａ・ＢＣ１９５－５９)、あるいは他の詩人を、雄弁（eloquentia）に役立つように購読

する時間。午前中の残る時間は、オルテリウス（VeitOrteL1501-1570）と弁証

法に関する講義。午後は、『魂について』（Deanima）とへプライ譜文法についての

講義。残る時間は、あるときは文体の修練（exercitiostyIi）に、またあるときは、

楽しみや交わりの材料ともなる、新しいもしくは古い作家の読書に当てる。

水礪日はすべて、ギリシア語と倫理学に用いる。ただし、このきまりに盲目的に

従う必要はない。というのも、やる気を起こさせる講義と無味乾燥な文体演習とは

交代すべきであって、その結果学習は、確たる終結へと導かれるからである。その

際、君が学ぼうとしていることが、どんな場合でも、教会の教え、弁証法、ラテン

語の書き方のスタイルについての方法、ギリシア語、へプライ語の土台となる骨組

み、倫理学そして自然学における基本的知識であることを考懲しなければならない。

木曜日と金曜日の早朝は、先に記したのと同様に、『旧約聖謝』より始まる。続く

時間は、リウィウス（TitusLivius,ＢＣ５９－Ａ.、１７）の継続。木曜か金噌の

どちらかは、ウェルギリウス（PubliusVergiliusMaro,ＢＣ７０－１９）かオウィ

デイウス（Pub1iusOvidiusNaso,ＢＣ､43-ＡＤ・Ｃａ、１７）の講義。その後、オ

ルテリウスと使徒パウロの手紙について。午後は、へプライ語文法についての識義。

残りの時間は、活発な講義と文体の修練。私は、君がそういう状態であると思うな

らすぐに、算術と天文学とを、独学でも、あるいは教えてもらうなどして取り組む

よう希望する。この学習には、明確に区切られた領域が決められていろ。それによ

3１



って、ただ遊びながら精神を知識でもって展開することができるだけでなく、学問

のさまざまな領域が扱われ、君が歩もうと決心した道に合ったものが、ここから選

ばれることにもなるのである。

土曜日と日曜日は、『ローマ人への手紙』と『ロキ・コンムーネス』の購読に当て

られる。どちらかの日、就寝する前の夜には、ラテン語でもギリシア語でも、『新約

聖書』から－章を読みなさい。そして、そのとき十分慎重に、言葉の固有の意味を

熟考しなさい。そうすれば、君は、教会の教えと同様にギリシア語の知識において

も、多くのものを狸得するのである。
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以上、この私的な書簡において、メランヒトンによる学習計画の－具体例を見ること

ができた総]。ここでは、まず新旧含めた『聖灘』やｉローマ人への手紙』、そしてメラン

ヒトン自身の手による『ロキ』が教材とされ、キリスト教（教会）の教えの学習が、ラ

テン語・ギリシア語・へプライ語という古典語の学習と同時に組み込まれている。それ

とともに、キケローやウェルギリウスといった、主にローマの古典的作家が取り上げら

れている。また、『魂について』など、アリストテレス（Aristoteles,BC384-322）

による醤物までも含まれている`5)。そして､何といっても、こうした学習の基本となる言

葉と文法の学習には、最大の注意が払われている。結果、「文体の修練」も重視されてい

る。無論いうまでもなく、先の文法も含め、弁証法や算術・天文学など、古来「七自由

学芸」(septemartesliberales）といわれる緋礎学科への配慮が､随所に見いだされる。
カリキュラム

こうして見てくると、ここでもメランヒトンの学習計画もしくは教育課穣Iま、キリス

ト教信仰へ向けての超現世的志向性を中心としながらも、「人間共同体」の形成へ向けた

志向性をも同時に兼ね髄えていることが明らかとなるｲ`)。それは、まさに先の学校の位

置と理念にも正確に合致し、これを実現するはずのものなのである。

おわりに

ｽｺﾗ･ﾘﾃﾗｰﾙﾑ ﾘﾃﾗ

ﾒﾗﾝﾋﾄﾝにおける学校が、第--に「人文学校」すなわち「学芸」の学校であり、

これが、「教育的罵角形」の一要素として、超現世的方面（キリスト教信仰）と現世内的

方面（｢共同体」形成）の両面へ向けての人間形成を行う機関であることが、以上より[リリ

らかとなった。「子どもの教育」は、両鵜による「訓育ｊという私事に止まることなく、

できればこれをさらに超え出て、ある者は蝋７)、この学校において、国家へと、そしてキリ

ストへと、公に鯛かれて（6ffentlich)、自らがこの世のランタンに灯る「光」となるべ

く、学閥という炎を点火させられて、より成長・発展していくはずのものとしてメラン
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坪

メランヒトンの学習計禰

ヒトンは捉えていたのである。つまり、あらためてメランヒトンにおける学校とは、あ

くまでもこうした「公の課題」を担う機関なのである網)。
Ｃ

さて、このようなメランヒトンの学校観ならびに学問観は、「神の国」と「この世の

国｣、「キリストの義」と「この世の義」といった捉え方に見られるように、もともと現
●Ｓｃ●●●●●●●●●●●

世とあの世との一定の緊張関係を前提するがゆえに、「神の知」へ向かって、人間のすべ

ての活動（生）が、ここに収敵しつつも、一方でこれを「人間のなかに」すなわち現世

(｢人間共同体」や隣家）に「保つ」努力が惜しまれることなく、あくまでもこの世に一

定の「秩序」を欝すことを、大きな課題としていた。メランヒトンにおいて、この世と

は、決してあの世（神とキリストの国）とは無鶴係のものではなく、むしろこの両者は、

密接に結び合う緊張関係にあった。そうであるがゆえにこそ、この世は、常にあの世と

いう超越的視点からの厳しい検討の目に晒されていたといえよう綱)。こうした超越的視

点もしくは天からの視点から、メランヒトンは、人間形成の場たる学校の位藏や理念や

学習内容、さらには髄度をも再考していったのである。

しかるに、「神」といった基礎づけを喪失し、ポストモダンともいわれて久しい現代と

教育鋤》・以上のような、キリスト教的神を元来もたぬ､ゆえに現世とあの世との緊張関係

をもたぬわが国においては、とりわけ、超越的視点を全く抜きにした人間形成やそのた

めの学校が、果たすところ一体何のためにあるのか、今、あらためて問い求められてい

るのではなかろうか5,．畢覚するに、天からの視点を欠いた､闇雲な現世内的活動や雛が

行き着くところ、人間の行く末は、果たしてどこなのか。メランヒトンは、わたしたち

現代人に対しても、今一度「超越」に目を向けるべきことを教え、ここから翻って人間
ソキェタス

の「共i司体」とは、国家とは何なのか、そして、そこでの教育とは、学校とは、詰まる
ﾚｰﾍﾟﾝ

ところ人生とは、どうあるべきかについて、依然再考を促し続けているといえよう。
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拙著『ルターとメランヒトンの教育思想研究序説」（渓水社、2001年）を参照されたい。

メランヒトンの「キリスト教的一フマニタス」については､同前襟､とりわけ’64ページ以

降を参照されよ。

メランヒトンが果たした教育上の業縦については、同前譜、９頁､257頁（識48.49)、大学

教授としてのメランヒトンの活動等については、那府昭郎「ドイツにおける大学教授の誕

生一職礁制の成立を中心に－』(jdlI文社､1998年)､特に167頁以降を参照。ただし､この箇所

での記述は、拙著でも参照した次の文献に依拠している。RPaulsen：Geschichteaes

gelehrtenUnteJTjchts･Bdl,Leipzigl919（Nachdr,Berlinl965).

宗教改輔が教育に及ぼした影響については、箙掲杣署､1部「ルターー宗教改二iIfの精神と教

３）

４）
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育一」を参照されよ。特に、264頁以降（註57）に注意されたい。

５）同前瀞､214頁以降の「メランヒトンの学校観ｊも参照されよ。本稿は､これをさらに補足す
るものである。

６）同前譜、６５頁以降、273頁（註19）参照。

７）本稿では、メランヒトンのテクストとして、メランヒトン全集（ColmsReformatorum･

PhjjippiMeIanchthonisoperaquaesupersuntomnja，ｈｒｓｇ．ｖ、Ｋ･G

Brettschneideru.Ｈ､Ｅ・BmdseiL28Bde・Ｈａｌｌｅｕ・Braunschweigl834-60（Nachdr・

NewYork／Frankfurta･Ｍ１963））およびシュトウッペリッヒ版著作集

（MeIanchthonsWCrkeinAuswahj'hrsg.v･RStupperich,７Bde･in9Tenbdn･

Gdterslohl955-83)に依った。引用に際し、まずメランヒトン全集にはＣＲの略記号を用

い、続く数字は､巻･頁を示す。次にシュトゥッペリッヒ版著作業には、ＳｔＡの略記号を用

い、続く数字は、巻・頁を示す。また、次の現代語訳も適宜参照した。Mejanchthon

deutsch,Ubersetztv,Ｍ･Beyer…,hrsg.v､Ｍ･Beyer/ＳRhein/GWartenberg,2Bde･
Leipzigl997,

ＳｔＡ､１，１７１．

８）ＳｔＡ１，171-2.

9）StA1，171,

10）StA1，172,

11）ＳｔＡ、１，１７２゜併せて前掲拙著、128頁以降も参照されたい。

１２）ＳｔＡ１，173.

13）lbid

l4）ルは

15）StA､1,174.

16）Ibjd

l7）lbid

l8）Ibjd

l9）Ｉbid､これは、ルターの場合も同様である。前掲拙著、８２頁以降を参照せよ。

20）しかし、こうしたメランヒトンの考えが孕む危険性についても、従来より指摘されている。
例えば、有賀弘『宗教改革とドイツ政治思想』（東京大学出版会、1966年)、112頁以降や

宮II1光雄「箇田光雄集〈聖諜の償仰〉ＩＶ－国家と宗教一」（岩波諜店、1996年)、88-95頁
を参蝋されたい。

21）ただし､ここでの「教育」の内実は、‘educatlo,というよりも、むしろ`institutio,すなわ

ち「教授」を指している。ちなみに、後に取り上げるテキストと同じ頁にある、「子どもの
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メランヒトンの学習計画

教授について」（Dejnstitutionepuerorum）でも、`institutlo,が蝋いられている｡エデ

ュカティオやインスティチュティオの意味内容ついては、中内敏夫ｒ教育学第一歩』（岩波

書店、1988年)、154頁以降および同ザ教育思想史』（岩波書店、1998年)、14-5頁を参照。

Ｈ,-A.Stempel:MGIanchthonspadEigogischesWTrken,Bielefeldl979.ただし､こ

れは､Ｗ・Wiater:凶,,EssollendieKirchunddieSchulgleicheLehrhaben.!`Staat,

KircheundSchulebeiMelanchthon,,，ｉｎ:LutherundMejanchthonim

BiIdungsdenkenMrttel-undOsteuropas,hrsg.v､ＲＧｏｌｚｕＷ,Mayrhoferj

Mnnsterl996,Ｓ､72-84.を介した教示であって、残念ながら本稿では､シュテンペルに直

接当たることができなかったことを、ここにお断りしておく。

Ｗ､WiaterPopcit.,Ｓ､８Ｌ

ＣＲ､１１，６０６.

ＣＲ１１，607,

Ｐ･ルントグレーン着、望田幸男監訳「ドイツ学校社会史概観』（晃洋謹房、1995年)、２１頁

以降を参照されよ。彼によれば、近代国家の成立以前には、「国家」と「社会」を、二つの

異なる領域として考えることには、ほとんど懲幾がないという。

ＣＲ11,607,

ＣＲ１１，６０８.

後にも見るが、周知のとおり､ルターとメランヒトンは、教会を世俗の権力に委ねることと

し、ここに領邦教会制度が確立する。ルントグレーン前掲書、１５頁以降参照。

ＣＲ11,609,612.ルントグレーン前掲醤、１６頁参照。

ＣＲ１１，６１２.強識は引用者による。

Ｃｆ.Ｗ･Wiater,ｏｐ･Cit.,Ｓ､７７ｆここでは、「学湾ｊ・｢教会鈩「鬮家」の役割が、Iﾘ}解に整

理されている。

ＣＲ11,612,

Ｗ・Wiaterfop･Cit.,Ｓ８０.

肋ｊｄ，Ｓ,78`

これは、ルターの場合も同様である。彼は、こうした教育目的を、「神への奉仕に向けて」

（zuGottesdjenst）という包括的概念で捉えている。前掲拙著､とりわけI部･４童「神へ

の自発的応答としての教育責任」を参照されたい。

ＣＲ11,616.

ＣＲ１１，617.

Ｗ,Wiater'○p･Cit.,Ｓ80.
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ＣＲ10,99ｆ強調は９１凧者による。

Mejanchthondeutsch1Bdl，Ｓ､102,

前掲拙著、214頁以降参照。

これは､ほんの一部である。その他の「学校規則」(Schulordnung)等に関しては、同前書、

222頁以降を参照されたい。残るは、今後の課題としたい。

メランヒトンは､この解説書を『魂についての書』（Ljberdeanrma,1553）として自ら著

している。メランヒトンの人間学を探る上でも重要なこの著作についての考察は、今後の

課題としたい。

メランヒトン教育論のさらに詳しい内実については、前掲拙著、II部「メランヒトンーフマ

ニスムスと教育一」を参照されたい。

同前書、２１４－５頁参照。

Ｗ・Wiater，ｏｐ･Cit.，Ｓ８０.

この点､ｷﾘｽﾄ教文化圏ではないわが国との興味深い「違いjについては､阿部謹也｢学

問と「世間｣』（岩波書店、2001年)、102頁以降を参照されたい。

ポストモダンと教育に関しては､加藤守道｢ポストモダン的状況一第患次大戦後における教

育の危機一」（沼田裕之･加藤守道編著「文化史としての教育思想史」福村出版、2000年所

収）や同じく「ポストモダンの地平論的考察」〈増渕幸男・森田尚人編著『現代教育学の地

平一ポストモダニズムを超えて－」南窓社､2001年所収）が示唆に富んでいるので、参照さ
れたい。

いずれにせよ､r基礎づけｊを求めない「基礎(理由>」を求めることも含め、生と死とをトー

タルな視野に入れた､何らかの教育の｢物語｣が､人間存在にはやはり必要なのではないか。

少なくとも、これについて考え続ける（決して大袈裟ではない）態度が縢要だと思われる。

(先の阿部氏は、結局「いかに生きるか」という問いに対する自らの答えが「教養」である

という（前掲書､123頁)。とするならば､教育に関わる現在のわたしたちに求められている

ものも､まさにこうした｢教養」を求める態度であろう。さもなくば､特にわが国の教育は、

｢超越」との関わりを欠いた、すぐに目先の「世馴」のみに感けたものとなる危険性を、孕

んでいるのではなかろうか｡）
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